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思
想
的
な
後
始
末
を
自
分
な
り
に
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
考
え
、
悩

ん
で
い
た
頃
で
あ
っ
た
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
教
師
に
就
任
し
た

年
か
ら
、
文
字
通
り
罪
障
消
滅
を
願
う
ご
と
く
に
、
学
生
・
学
科
・

学
部
・
大
学
の
こ
と
な
ど
に
目
を
む
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。

　

学
会
の
再
建
や
学
会
誌
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
名
称
な
ど
を
ふ

く
め
て
一
定
の
目
的
や
構
想
が
必
須
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
法
文
学
部

国
文
科
を
日
本
文
学
科
と
改
称
し
、「
国
文
學
誌
要
」
を
「
日
本
文

學
誌
要
」
に
改
名
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
国
文
学
会
」
名
称
が

残
っ
て
い
て
、
検
討
の
対
象
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
も

あ
れ
、
主
要
に
検
討
さ
れ
た
の
は
、
学
会
再
建
・「
誌
要
」
再
刊
の

意
味
や
意
義
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
文
学
、

言
語
学
、
中
国
文
学
、
そ
の
他
学
際
的
対
象
に
お
け
る
教
育
・
研
究

の
あ
り
方
、
研
究
対
象
や
方
法
論
の
探
求
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
議
論
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
忘
れ
て
い
る

の
で
こ
こ
で
触
れ
な
い
。
杉
本
圭
三
郎
（
以
下
敬
称
略
）
が
「
誌
要
」

第
二
三
号
の
編
集
後
記
に
あ
た
る
「
発
行
に
あ
た
っ
て
」
で
的
確
に

記
し
て
い
る
。
ま
た
、
つ
ぎ
に
触
れ
る
「
そ
と
ぼ
り
通
信
」
に
つ
い

て
も
や
は
り
杉
本
圭
三
郎
が
第
１
号
（
八
四
年
四
月
創
刊
）
の
「『
国

文
学
会
ニ
ュ
ー
ス
』
の
来
歴
」
で
説
明
し
て
い
る
の
で
、
刊
行
に
い

た
る
経
緯
の
あ
れ
こ
れ
を
思
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
学
の
学
科
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
厖
大
な
卒

業
生
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
帰
属
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
ま
た
大
学
・
学
問
動
向
な
ど
の
有
益
な
情
報
を
提
示
で

　

か
れ
こ
れ
四
十
年
近
く
以
前
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
し
が

文
学
部
日
本
文
学
科
の
教
員
に
就
任
し
た
一
九
七
八
年
の
翌
年
頃
に

学
科
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
と
し
て
検
討
・
構
想
さ
れ
た
一
つ
の
課

題
が
あ
っ
た
。
国
文
学
会
の
再
建
と
「
日
本
文
學
誌
要
」（
以
下
「
誌

要
」
と
表
記
）
の
刊
行
に
つ
い
て
で
あ
る
。
記
憶
が
定
か
で
は
な
い

が
、「
誌
要
」
が
通
巻
の
号
数
の
第
二
三
号
と
し
て
再
刊
さ
れ
た
の

が
一
九
八
〇
年
二
月
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
年
月
を
逆
算
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
と
よ
り
、
活
動
が
停
止
し
て
い
た
間
に
逝
去

さ
れ
た
教
員
た
ち
の
追
悼
号
な
ど
の
刊
行
も
求
め
ら
れ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。

　

一
九
六
一
年
に
日
文
科
に
入
学
し
た
当
初
か
ら
、
わ
た
し
の
意
識

の
な
か
に
は
国
文
学
会
や
学
会
の
雑
誌
と
い
う
こ
と
が
ま
っ
た
く
除

外
さ
れ
て
い
た
。
あ
の
頃
は
六
〇
年
第
一
次
安
保
闘
争
の
現
実
的
・

〈
あ
の
こ
ろ
の
「
誌
要
」〉

煙
霧
の
彼
方
の
こ
と

─
─
「
日
本
文
學
誌
要
」
と

　
　
　 

「
そ
と
ぼ
り
通
信
」
の
回
顧
─
─

立
石
　
伯
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動
を
歴
史
的
に
概
観
す
る
記
事
も
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
公
式
な

大
学
史
に
日
本
文
学
科
の
歴
史
が
精
確
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
点
が

あ
り
、
総
括
的
に
把
握
し
直
す
た
め
四
回
に
わ
た
っ
て
対
談
・
鼎
談
、

座
談
会
な
ど
を
掲
載
し
た
。
第
一
回
目
は
、
第
二
五
号
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
「
小
田
切
秀
雄
先
生
に
聞
く
」
で
あ
っ
た
。
三
〇
数
ペ
ー
ジ

を
費
や
し
て
大
学
・
学
部
・
学
科
の
こ
と
、
当
時
の
文
学
状
況
や
社

会
思
想
、
研
究
方
法
論
な
ど
じ
つ
に
多
様
で
興
味
深
い
話
が
語
ら
れ

た
。「
編
集
部
」
と
し
て
対
応
し
た
の
は
、
こ
の
間
の
再
建
を
中
心

的
に
に
な
っ
た
杉
本
圭
三
郎
や
編
集
長
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
俳
人
の

鈴
木
和
雄
や
わ
た
し
な
ど
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

第
二
回
目
（
第
二
六
号
八
二
年
七
月
刊
）
は
座
談
会
「
草
創
期
の

こ
ろ
―
法
政
大
学
国
文
学
会
の
足
跡
（
２
）
―
」
で
あ
る
。
藤
田
初

巳
（
一
九
二
八
年
卒
）、
鈴
木
和
雄
（
三
一
年
卒
）、
小
野
田
伊
市
（
三

四
年
卒
）
の
三
人
に
安
藤
信
廣
と
わ
た
し
が
聞
い
て
い
た
。
こ
の
方

た
ち
は
国
文
学
会
が
組
織
さ
れ
る
ま
え
の
戦
前
・
戦
中
の
卒
業
生
で
、

藤
田
初
巳
は
入
学
時
期
は
大
正
末
で
、
三
回
卒
で
あ
っ
た
。
法
政
騒

動
と
称
さ
れ
る
出
来
事
や
そ
の
当
時
の
大
学
や
学
科
な
ど
の
教
員
・

学
生
た
ち
の
雰
囲
気
や
社
会
的
な
動
向
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

第
三
回
目
（
第
二
七
号
八
二
年
一
二
月
刊
）
は
座
談
会
「
日
本
文

学
科
の
戦
後
」
で
、正
木
信
一
（
四
五
年
九
月
卒
）、川
村
幸
次
郎
（
四

九
年
卒
）、
鈴
木
敬
司
（
五
二
年
卒
）
の
三
人
で
、
鈴
木
和
雄
、
杉

本
圭
三
郎
、
わ
た
し
が
聞
い
て
い
た
。
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
期
・
激

動
期
の
現
実
・
大
学
状
況
、
学
制
改
革
や
本
学
の
大
学
改
革
な
ど
の

様
態
で
あ
る
。

き
る
か
、
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
目
的
に
か
な
っ

た
小
冊
子
の
発
行
な
ど
は
可
能
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
検

討
が
す
す
め
ら
れ
た
。
基
本
的
な
観
点
と
し
て
、
卒
業
後
の
活
動
や

就
職
先
の
あ
り
方
を
斟
酌
し
て
み
る
と
、
か
な
ら
ず
し
も
学
術
・
研

究
論
文
や
文
学
的
評
論
な
ど
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
日
文
卒
業
生
ば

か
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
を
確
認
で
き
た
。
そ
う
い
う
人

た
ち
に
と
っ
て
は
、
現
在
の
出
来
事
な
ど
に
か
か
わ
る
話
題
、
ま
た

い
わ
ゆ
る
日
常
茶
飯
事
的
な
情
報
や
同
窓
生
や
教
員
な
ど
の
消
息
や

近
況
な
ど
に
つ
い
て
共
有
す
る
こ
と
も
望
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
要
求
に
応
え
る
べ
く
時
期
的
に
は
お
く
れ
た
の
で
あ
る
が
、

「
そ
と
ぼ
り
通
信
」
の
発
行
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

学
会
誌
の
大
雑
把
な
考
え
方
の
一
つ
は
、
第
二
三
号
の
目
次
を
見

れ
ば
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
学
術
論
文
、
文
学
評
論
と
し
て
対
外
的
に

も
高
く
評
価
さ
れ
う
る
水
準
を
保
つ
論
文
を
発
表
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
小
田
切
秀
雄
、
益
田
勝
実
、
岩
崎
武
夫
、
杉
本
圭
三

郎
な
ど
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
高
い
水
準
維
持

が
毎
号
要
請
さ
れ
て
い
る
の
は
あ
え
て
断
る
ま
で
も
な
い
。
一
方
で
、

学
生
の
表
現
・
研
究
意
欲
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
優
秀
な
卒
業
論
文
、

ま
た
学
部
在
学
生
の
斬
新
な
論
文
の
掲
載
な
ど
に
も
留
意
し
た
。
す

こ
し
遅
れ
て
第
二
五
号
（
八
一
年
一
二
月
刊
）
に
卒
業
論
文
小
特
集

と
し
て
五
本
の
論
文
が
採
録
さ
れ
、
さ
ら
に
在
学
生
の
論
文
も
の
ち

の
号
に
幾
本
か
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
つ
づ
い
た
六
〇
年
代
末
頃
か

ら
の
大
学
闘
争
を
へ
て
、
長
い
空
白
の
あ
る
国
文
学
会
と
し
て
の
活
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第
四
回
目
（
第
二
八
号
八
三
年
七
月
刊
）
は
座
談
会
「
昭
和
三
十

年
代
の
活
動
」
で
、
杉
本
圭
三
郎
（
五
六
年
卒
）、
片
桐
登
（
六
一

年
卒
）、
米
山
賢
司
（
六
三
年
卒
）、
西
野
春
雄
（
六
六
年
卒
）
の
四

人
で
、
わ
た
し
が
聞
い
て
い
た
。
こ
の
回
は
現
役
の
教
員
が
三
人
お

り
、
話
題
は
多
方
面
に
お
よ
ん
だ
。
大
学
学
部
・
学
科
の
こ
と
、
当

時
の
学
会
活
動
の
あ
り
方
や
方
向
性
、
国
文
学
会
や
学
術
雑
誌
・
同

人
誌
の
様
子
、
時
代
状
況
、
安
保
闘
争
や
大
学
紛
争
な
ど
に
ま
で
話

が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。

　

さ
て
、こ
こ
ま
で
書
い
た
も
の
を
読
み
か
え
し
て
、思
う
。「
誌
要
」

の
再
刊
、「
そ
と
ぼ
り
通
信
」
の
創
刊
な
ど
、
当
時
は
あ
る
転
換
期

で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
雰
囲
気
が
で
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
。

�

（
た
て
い
し　

は
く
・
本
学
名
誉
教
授
）
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